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本研究の背景と目的

背景

目的
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本研究内容

・ノイズの不快指数

・原音の阻害率

どの周波数のノイズが

どれだけ原音に影響を与えるか
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可聴領域と使用するノイズと元信号
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20Hz 1,500Hz

2オクターブ上
2オクターブ下 可聴領域110Hz

440Hz 1760Hz            7040Hz

27.5 Hz



実験内容
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音楽を流す時間 100秒

元信号とノイズを流す時間 100秒

アンケートの記述時間
音の準備時間

実験所要時間 400秒

200秒

実験の準備物

実験の流れ



SD法と実験アンケート
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原音が十分に聞こえる 原音が十分に聞こえない

原音が音割れをおこしていない 原音が音割れをおこしている

原音が途切れていない 原音が途切れている

雑音のせいで耳が痛い 雑音のせいで耳が痛くない

雑音のせいでいらいらする 雑音のせいでいらいらしない

雑音のせいで気が散る 雑音のせいで気が散らない

非
常
に

や
や

ど
ち
ら

で
も
な
い

や
や

非
常
に



実験結果 ノイズの不快指数

１ 気にならない ２ あまり不快ではない
３ どちらでもない ４ やや不快 ５ 非常に不快
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実験結果 原音の阻害率
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１ 阻害している ２ やや阻害している ３ どちらでもない
４ あまり阻害していない ５ 原音を阻害していない
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実験結果の結論
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まとめ
・ノイズの周波数の高さとノイズの不快指数は
周波数440Hzと1760Hzの順序が異なった

・ノイズの周波数の高さと原音の阻害率は周波
数440Hzと1760Hzと7040Hzの順序が異なった

・1760Hzと7040Hzの順序関係はそのままに
440Hzの不快指数と阻害率が高まった

・最も不快だったのは7040Hzで許容できる周波
数は27.5Hzである

・総合的に高周波数のノイズとなる程原音の影
響が大きかった
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